
１．内部評価の開催日
平成27年5月26日、27日

２．評価項目
  ２－１．事前評価  　　　　 ２－２．事後評価

１）　研究開発の目的、必要性 １）　研究開発の成果
２）　建築研究所が実施する必要性 ２）　その他、研究課題の内容に応じて必要となる事項
３）　達成すべき目標、評価の指針
４）　目標達成の可能性
５）　研究体制
６）　その他、研究課題の内容に応じて必要となる事項

３．対象課題
　３－１．事前評価

1 基盤

既存共同住宅におけるあと施工ア
ンカーを用いた改修技術の実用化
に向けた構造性能確認方法に関す
る研究

27-29

本研究課題では，近年の改修工事で求められる低騒音・低
振動工法である静充填型あと施工アンカーを用いて改修さ
れる部材を対象として，建築基準整備促進事業で整備され
る構造性能確認のための試験法や評価法の具体の適用事例
として示すとともに，建築物としての試設計例・構造計算
例の作成を行うものである。

○

2 基盤
鉄筋コンクリート造有開口耐力壁
の構造性能の評価に関する研究

27-28

本研究では，鉄筋コンクリート造の有開口耐力壁を，壁付
きの変断面部材で構成される剛節架構としてモデル化した
骨組解析を実施することで，開口の形状や配置が構造性能
に及ぼす影響を検証し，得られた知見を技術資料として取
りまとめる。また，開口補強筋量を変数としたパラメト
リックスタディを実施し，開口補強筋量と有開口耐力壁の
せん断耐力の関連性について調査し，評価法の検証，提案
を行う。

○

3 基盤

大規模災害後における住宅・建築
物のレジリエンス向上のための防
災型建築設備システムに関する
フィージビリティスタディ

27-27

大規模災害に対応した建築物単体のBCP、LCPを実現するた
めの建築計画・設計、設備技術に関して文献等を収集・分
析するとともに、有識者、実務者等を対象としたヒヤリン
グを実施することにより、「被災後のBCP・LCPに資する建
築物の総合的な防災技術の開発（仮称）」プロジェクトの
フィージビリティスタディを実施しようとするものであ
る。

○

4 基盤

スマートハウスにおける通風・冷
房制御の検討のための居住者の採
涼行為に関する基礎データの整
理・分析

27-29

　スマートハウスにおいては通風・冷房制御は重要な要素
技術の一つである。しかしながら、その設計は経験則に頼
らざるを得ず、根拠に乏しい中で検討が行われている。こ
うした背景に対し、本課題は、実態調査データを分析する
ことで居住者の採涼行為に関する基礎データを整理して、
スマートハウスにおける通風・冷房制御の適用性を検証す
ることを目的とする。

○

5 建築生産 基盤
浮き上がりによる応答低減効果を
活用した建築物の耐震設計上の課
題に関する基礎研究

27-28

本研究では、浮き上がりによる応答低減効果を活用した建
築物の耐震設計上の課題に関して、上部構造の設計用地震
力の検討と基礎地盤の極限支持力の調査を行い、耐震設計
法の構築に向けた技術資料としてまとめる。

○

6 住宅都市 基盤
既設木造公営住宅のストックマネ
ジメントの確立に向けた性能改善
手法に関する研究

27-29

本研究は、木造公営住宅を対象として、地方自治体がこれ
まで実施してきた性能改善（維持管理・改良保全）の実態
を把握し、建物の構工法・気候条件等の環境与件、及び利
用期間に応じた性能改善手法のモデルとその有効性を示す
ものである。
まず、地方自治体を対象にアンケート調査を実施し、木造
公営住宅の性能改善の実施状況について情報を収集・整理
する。また、現地調査では地方自治体への聞取り調査と建
物の劣化診断を実施し、これまでの性能改善における課題
とその効果を考察する。以上の結果を踏まえ、構工法・気
候条件・劣化状態、及び利用期間に応じた有効な性能改善
手法のモデルを提示する。

○

　 ３ －２ ． 事後評価

1 基盤
多様な加熱強度を被る鋼部材の耐
火性能と 耐火試験結果の工学的評
価に関する研究

25-26

激し さ の異なる火災における主要構造部への熱入力を適切
に評価するため、 防火・ 耐火被覆材の高温物性値と その劣
化の程度を物性試験、 耐火試験によっ て把握し 、 構造体に
対する火災外力等価性評価法の適用範囲を明確化、 改良す
るこ と を目的と する。 また、 耐火設計時の性能評価におい
て、 複数の試験体に対する耐火試験結果を適切に解釈し 、
工学的に適用範囲を拡張でき るよう にI SO834-10, 11の方法
論を耐火性能検証法や大臣認定の評価等の枠組に取り 入れ
るためのガイ ド ラ イ ン（ 技術解説） をと り まと めた。

○

2 基盤

耐火試験環境下における熱拡散率
の実効値の把握と 、 同値を用いた
設計条件下での耐火性能の推定に
関する研究

25-26

単層不燃の防火区画部材について熱拡散率の実効値を耐火
試験環境下で測定する手法を提案する。 次に材厚や含水率
などの材料条件が熱拡散率に及ぼす影響を実験的に把握す
ると と も に、 理論的な簡易予測式を提案する。 同式を用い
て設計条件に応じ た耐火性能設計を行う こ と を念頭に、 実
務的な算定手順と 、 材料毎の実効熱拡散率などの設計資料
（ あるいはその測定方法の技術指針） を作成する。

○
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3 材料 基盤
アスベスト 含有煙突断熱材の劣化
診断手法の開発

25-26

アスベスト 含有煙突断熱材について、 多数の物件において
調査を実施し 、 劣化の発生状況について把握する。 また、
一部の物件において空気中繊維数濃度の測定を行い屋内空
間におけるアスベスト 繊維の飛散状況の確認を行う 。 さ ら
に、 アスベスト 含有煙突断熱材について、 劣化状態のグ
レード 分けを行い、 劣化診断方法の提示を行う 。

○
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